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みんなの教育委員会
生涯学習課
TEL 72-6053
 FAX 73-1358
それいけ!それいけ!それいけ!

中央公民館パソコン教室中央公民館パソコン教室

★ 受講料は平日講座2,000円(3日間)、休日講座3,000円(2日間)です。　　★ 2名以上で講座を開催します。

★ 前日・当日のお申込みは受け付けません。お早めにお申込みください。　　【お申込みは生涯学習課（７２－６０５３）まで。お気軽にどうぞ。】

パソコン入門(昼)

パソコン入門(夜)

ワード入門(昼)

ワード入門(夜)

エクセル入門(昼)

エクセル入門(夜)

プレゼンテーション入門

1月12日(火)～14日(木)　　午後1時30分～3時30分 

1月12日(火)～14日(木)　　午後7時～9時 

1月19日(火)～21日(木)　　午後1時30分～3時30分 

1月19日(火)～21日(木)　　午後7時～9時

1月26日(火)～28日(木)　　午後1時30分～3時30分

1月26日(火)～28日(木)　　午後7時～9時

1月30日(土)、31日(日)　　 午後1時～4時 

７２

７３

７４

７５

７６

７７

NO コース 日　　　　　程 内　　容

パソコンの基本的な操作ならこの講座！

まずは基本を抑えましょう。

ワードを使って綺麗な文書を

作ってみましょう。

数値や表をエクセルを使って

まとめてみましょう。

プレゼンテーションソフトPowerPointの

使い方を学びます。新コースです!

ユーモアあふれるのトークにのせた、
心温まるお話をぜひききにいらしてください。
★託児をご希望の方は、前日までにご連絡ください。

教室がスタートして今年で４年目となるニ胡教

室の発表会のお知らせです。受講生は発表会に

むけて一生懸命練習を重ねてきました。日本の

曲や中国の曲など、さまざまな曲のソロ演奏と

全員による大合奏があります。入場無料ですの

で、哀愁漂う二胡の音色をぜひお聴き下さい。

相談員：山口真澄・小林真弓
電話：０５５５－８３－３０２２
携帯電話：０９０－４３７０－２６１５
E-mail：ed-center@docomo.ne.jp
          ed-center@kawaguchiko.ne.jp

お子さんに関する悩み相談を受け付けますお子さんに関する悩み相談を受け付けます
女性なんでも相談のお知らせ女性なんでも相談のお知らせ

今月の相談日

☆育児・心の悩み・身体の事など。お気軽にご相談下さい。

　予約制です。下記までお申込み下さい。

富士河口湖町教育センターより

● 相談時間は調整することができます。お気軽にどうぞ。

１２月９日　午後１時３０分～　
中央公民館　第2会議室

お問合せ・お申込み：生涯学習課(℡72－6053)

期　間：平成２２年１月から９月の第１，２，３土曜日を基本として開催。

　　　 ※ただし１月は第２､３､４土曜日。

場　所：中央公民館

時　間：午後２時～５時

対　象：高校生以上の方で電気主任技術者第３種国家試験を

　　　 受験される方　

定　員：１０名（最低実施人員３名）

参加費：必要なテキスト代のみ受講生負担

講　師：長山　和男先生

パソコンをはじめるきっかけ作りに！  お年寄りにもやさしい教室です。

休日

人づくり推進地域会議人づくり推進地域会議人づくり推進地域会議
日時：１２月１０日(木)　午後７時～　

場所：中央公民館　ホール

健康科学大学福祉心理学科教授 石原廣人先生の講演です。

テーマ「子どもの心の成長とどうかかわるか？」

お問合せ：教育委員会生涯学習課【℡７２－６０５３】 お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】

お問合せ：生涯学習課【℡７２－６０５３】

電気主任技術者第三種
国家試験受験講座

電気主任技術者第三種
国家試験受験講座
電気主任技術者第三種
国家試験受験講座

申込み：先生へ直接のご連絡となります。

　　　 電話【72-0673】　携帯【090-2723-5703】

ニ胡教室発表会ニ胡教室発表会ニ胡教室発表会

日　時�　　12月6日（日）　午後1時開演

場　所�　　河口湖円形ホール

　近頃、中央公民館利用者以外の方々のお車の駐車により公民

館駐車場が満車となり、利用者が駐車できなくなってしまうとい

う状況が度々見受けられます。

　つきましては、公民館利用者以外（特に団体）の方がやむをえ

ず公民館駐車場を利用する場合は、利用前に、必ず生涯学習課

７２－６０５３まで連絡をいただき、駐車場の利用について確認を

とった上でご利用いただけますようお願いいたします。

※混雑時の無断駐車等についてはご利用を制限させていただ

　く場合もございますのでご了承ください。

中央公民館駐車場利用に
ついてのおしらせ

中央公民館駐車場利用に
ついてのおしらせ
中央公民館駐車場利用に
ついてのおしらせ
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★12/6～1/16のカレンダー★

8月の休館日はありません。

日にち １２/２７（日）

日　時１２/２５（金) 　午後２時

日　時１２/２０（日）　午前１０時

定　員 小学生の親子２０人（５・６年は１人でも可）

定　員２４人（定員になり次第締め切ります）

定　員 乳幼児親子４０組
　　（定員になり次第締め切ります）

時　間 午後２時～４時

申込み１２/１５（火）１２時～

持ち物

持ち物

持ち物

高さ１０cmに切ったペットボトル
花用はさみ・ぞうきん用タオル

参加費１５００円

参加費５０円

参加費１組１００円　兄弟連れは＋１００円

なし　　　　　１２/８（火）１２時～

書道の道具（墨を確認して下さい）
新聞紙

申込み１２/１５（火）～

休館日

申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。また、各種
教室のお申し込みは申し込み当日の１２時から電話（７２－６０５３）と生涯学習課窓口・子ども未来創造館窓
口でも受け付けますので、お気軽にお尋ねください。
　　　　　　※教室申込みの際、友人の分の申込み等は出来ませんので、ご了承下さい。

つどいの広場（栄養相談）
こどみらベビー
親子ふれあい教室Ｂ

つどいの広場（栄養相談）
こどみらベビー
席書き大会

（天皇誕生日）

休館日
(成人の日)

リトミック

つみきパーク
リズム・オブ・ラブ

こどみらキッズつどいの広場
（子育て相談）

将棋教室

クリスマス会
午前：幼児親子
午後：小学生

フラワー
アレンジメント

年末年始の
お休み（～1/4）

こどみら
ぷち相談会

キッズ・チア
funfunくらぶ

キッズ・チア
funfunくらぶ

funfunくらぶ

つどいの広場

つどいの広場 こどみら
マムベビー

こどみん

つどいの広場
親子ふれあい教室A

つどいの広場
親子ふれあい教室B

つどいの広場
（子育て相談）

funfunくらぶ

古代教室
（土偶作り）

親子ふれあい教室A リトミック ワイワイくらぶ
つどいの広場
（栄養相談)

こどみらキッズ つどいの広場
（栄養相談）
こどみらベビー

工

つどいの広場
親子ふれあい教室A

問い合わせ先　 ℡72-6053
富士河口湖町船津1754

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時

土・日曜日　午前9時～午後5時
※未就学児は必ず保護者と一緒に活動してください。
※行き帰りの交通には充分注意し、お迎えの有無等
　家庭で確認してください。
※この時期は暗くなるのが早くなります。5時まで
　には帰宅しましょう。

　　公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の電話を

使用することが出来ます。気軽に声をかけて下さい。

☆

☆

こどみらのフラワーデザイナー【はる先生】の
お届けする、アレンジメント迎春バージョン♪
親子でアレンジしたお花を飾って、華やかな
新年を迎えよう☆彡

マムベビー１２/２４（木）(工作)

ベビー １２/１１(工作)･１２/２５・１/８(金)

キッズ １２/１７･１/７ (木)

時　間 午前１０時３０分～11時

定　員 なし申込み

持ち物 出席カード(参加初回に配ります)

参加費 なし ※工作の日には５０円かかります。

0歳(歩き始まるまで)・妊婦さんを対象にしたこど
みらマムベビー１歳を対象にしたこどみらベビ
ー・２・３歳を対象にしたこどみらキッズでキッズ
体操やふれあい遊びを楽しんでみませんか？

12/6

1/1

7 8 9 10 11 12

14 15 16 17 18 19

21 22 23 24 25 26

28 29 30 31 2
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20

27

3

10 12 13 14 15 16

ニューイヤー☆フラワーアレンジメントニューイヤー☆フラワーアレンジメントニューイヤー☆フラワーアレンジメント
迎春
企画
迎春
企画

町の一部地域では年末に書初めを飾って新年
を迎える習慣があります。書道で気持ちを引
き締め、素敵な新年を迎えよう☆

夢いっぱい、楽しさいっぱいのクリスマスを幼
児さんはもちろん、お家の方も一緒に楽しんで
下さいね！（子どものみでは参加できません）

年に１度のクリスマス☆楽しいゲームやプレゼン
ト、素敵な演奏などなど、心にも形にも残る素敵
なクリスマスをお届けします。友達と一緒に思いっ
きり楽しもう★皆さんの参加をお待ちしています！！

冬休みのfunfunくらぶも冬を感じる楽しい教
室がいっぱいだよ！！持ち物や定員など、詳
しくはこどみらだよりを見てね♪います！！

こどみら席書き大会こどみら席書き大会こどみら席書き大会

★HAPPY　CHRISTMAS★★HAPPY　CHRISTMAS★★HAPPY　CHRISTMAS★ ★こどみらクリスマス会★★こどみらクリスマス会★★こどみらクリスマス会★

年末特
別企画

年末特
別企画

～笑顔あふれるキラキラのクリスマス♪～～笑顔あふれるキラキラのクリスマス♪～

申込み

日　時１２/２０（日）　午後２時

内　容

１２/１２『funfunクラフト　
　　　ミニチュア☆クリスマスワールド作り』

１２/１９『funfunパティスリー　ツリーの
　　　ケーキdeクリスマス』

  １/６　『funfunクラフト スイーツデコde
　　　　　　ストラップ�』『おみくじ作り』

  １/７　『funfunクラフト　
　　　　　オリジナルカレンダー作り２０１０』

  １/８　『funfunクラフト スイーツデコde
　　　　　　ストラップ�』『ふくわらい作り』

 １/９　『funfunクラフト スイーツデコde
　　　　　　ストラップ�』『絵合わせ作り』

 １/１６『funfunBクリ２０１０　
　　　　　　　　　　Let's人間すごろく』

定　員 小学生２００人　持ち物：なし　
　（↑定員になり次第締め切ります）

申込み

参加費１００円（または１００kodo）

１２/９（水） １２時～

冬休みスペシャル☆冬休みスペシャル☆冬休みスペシャル☆
funfun
くらぶ

funfun
くらぶ

こどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズ

新津小児科「親と子の心の相談室」認定カウンセラ
ーの、川辺修作先生をお招きします。子育ての悩みを
伝え合い共に育ちあう楽しさを見つけだしましょう。

日　時１２/８(火) 午前１０時３０分～

申込み 受付中

筆記用具

定　員 乳幼児親子２０組(定員になり次第締め切ります)

参加費 持ち物なし

こどみらぷち相談会こどみらぷち相談会こどみらぷち相談会
カウンセ
ラー川辺
先生の

カウンセ
ラー川辺
先生の

親子でホットケーキミックスを使った、簡単中華
まんを作ろう！！こねて丸めて美味しくな～あれ
☆中身も色んな味が選べるかも…�　みんな
の参加待ってます！！

持ち物 三角巾・お手拭タオル
　　　　スモック等、料理の出来る服装

日　時１２/２６（土）　午前１０時～

定　員 乳幼児親子２０組（定員になり次第締め切ります）

１２/１０（木）参加費 申込み２００円

こどみんこどみんこどみん
あつ
まれ
♪

あつ
まれ
♪

大好評のつみきパーク☆お友達や家族で遊びに
来て下さいね♪

つみきパークつみきパークつみきパーク

日　時１２/１３（日）　午前１０時～

みんな
あつま
れ♪

みんな
あつま
れ♪

なし参加費 持ち物 申込み 定　員

★★

★★

＜創造館の休館日＞
１２月２３日

１２月２８日～１月４日
１月１1日
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★23日(水)は祝日のため、
　12月28日～1月4日まで年末年始の休館です。

 0555-73-1212　　　       0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

１５日

１６日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

12月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日 9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

ブラウンベア（えいご）  １２月  ８日（火）

うさぎのおやこ　　　   １２月２２日（火）

パパのえほんタイム　　１２月１２日（土）

エトワールの会　　　　１２月２６日（土）

◎ひまわり事件/荻原浩 ◎排出権商人/黒木亮 ◎円朝の女/松井今朝子 ◎小太郎

の左腕/和田竜 ◎ファミリーツリー/小川糸 ◎製鉄天使/桜庭一樹 ◎極光物語/谷

角靖 ◎薬なしで生きる/岡田正彦 ◎手ぬいで簡単！きものをリフォーム ◎エレー

ヌ･ベールの日記/エレーヌ・ベール ◎部屋のプチリフォーム ◎折り紙で楽しむ十

二ヵ月のしつらい/塩谷優希 ◎男おひとりさま道/上野千鶴子 ◎絵本で子育て/秋

田喜代美 ◎Q人生って？/よしもとばなな ◎もう、怒らない/小池龍之介 ◎トラベ

ルパーフェクトガイド ◎からだの一日/ジェニファー・アッカーマン ◎よくわかる最

新ゴムの基本と仕組み/伊藤眞義 ◎今日もうち鍋！ ほか

問い合わせ／生涯学習館

♪新着図書情報♪♪新着図書情報♪

第38回読書会第38回読書会第38回読書会

日時：１２月１９日(土)午後２時～

場所：生涯学習館　学習室１

課題：「病気の魔女と薬の魔女」
　　　　　　　　岡田　晴恵/著

新規参加者大募集！

１冊の本から見える、いろんなキモチ

　よりスムーズに皆さんに資料をお渡しするため、予約資料の取り置きを連絡日から1週間までとさせていただきます。

連絡しても取りにいらっしゃらない場合は予約を取り消しますので、連絡が来たら早めにおいでください。

　メールで予約確保の連絡が受け取れるサービスを利用していますか？？カウンターにてメールアドレス、パスワードの

登録をしていただくと、メールで連絡を受け取れるだけでなく、おうちのパソコンや携帯電話から２４時間

蔵書検索＆予約ができるサービスが利用できます。メールでの連絡は資料回転の円滑化や電話料金の

コスト削減にもつながります。ぜひご協力ください！！

予約資料のお取り置きは1週間までです!!

年末年始のお休みについて

平成21年12月28日(月)
　　　～平成22年1月4日(月)
１月５日(火)より開館いたします。休館中の返

却は正面玄関向かって左側にあります返却ポ

ストをご利用ください(CD,DVDはポストに入れ

ないでください)。

「どんな本読もうかな…」と迷ったらココ！

話題の本が勢ぞろいです。

・ NHK大河ドラマ「龍馬伝」坂本龍馬特集

・ 「坂の上の雲」特集

・ BOOK OF THE YEAR 2009＆本屋大賞

・ 長く読み継がれる児童書特集

・ 今年もやってくる！クリスマス＆お正月の本

順次設置予定です。お楽しみに…

新コーナー情報!!新コーナー情報!!新コーナー情報!!

小針波子、長山和男、松川善子、渡辺省治、中村由香里、鹿糠染子、

江上碧海、森淑子、斉藤修、古屋良枝、松川正春、土橋寿、遠藤郁子、

渡辺美穂子、井出庄一郎、三浦由行、渡辺美和、誉田豊男、玉村和美、

大貫芳勝、平田澄雄、渡辺誠喜、川村治郎、石垣芙蓉、倉本勝子、

伊藤守、大石智美、佐々木美津子、荒井洋子、高橋律子、舟久保佳織、

渡辺恒、松川美帆、小林華寿美、舟久保汐花、土橋司郎、金沢恵子、

榊かつ代、佐藤都志美、山本均、堀果織、柏倉すみ江、江上康江、

穂阪四郎、小澤佳江子、星野美紀、遠矢聖、太田敬子、小池誠、

久保美和、中島美津子、渡辺肇、中村和一、流石初美、小林真、

梶原ゆみ子、渡辺裕明、横田貴子、稲員順子、白石哲三、古屋朝子、

小池和美、渡辺まゆみ、山本幸雄、相原ひろみ、小沢幸治、国島佑子、

越石節代、山中浩恵、月村修、誉田潔、追分めぐみ、中村真友子、

若色譲二、牛田ナナ、野澤ちさ江、宮本礼子、土田里弥、和田綾子、

小林みち子、梶原梨英、古屋和郎、松浦恵子、星野昌子、寺尾敏夫、

中川澄生、堀内亜衣、大石貴子、大宮仁、山本美津子、竹田香織（敬称略）

たくさんの献本、ありがとうございました。たくさんの献本、ありがとうございました。たくさんの献本、ありがとうございました。

平成２１年１月から１１月１４日までに献本してくださった皆様です。

読まなくなった本は、ぜひ生涯学習館にお持ちください！！
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町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
通
信

錦しゅうの秋・研修レポート錦しゅうの秋・研修レポート

講
演
会
へ
出
席
し
て

　
　
～
戦
場
か
ら
の
叫
び
～

　
文
化
、
芸
術
、
読
書
の
秋
、
美
し
い
紅
葉
の
季
節
は
、

人
の
心
に
学
ぶ
楽
し
さ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
　
　

　
と
こ
ろ
が
今
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
子

ど
も
た
ち
を
襲
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中
止
さ
れ

大
変
残
念
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、開
催
さ
れ
た
講
演
会
や
ぴ
ゅ
あ
富
士

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
の
参
加
レ
ポ
ー
ト
を
掲

載
し
ま
す
。

　
去
る
10
月
30
日
、
桃
源
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

学
習
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
現
職
女
教

師
、
退
女
教
、
母
女
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
同
学
習

会
で
す
。
開
会
10
分
前
、
会
場
は
早
く
も
満
席
と
な
り

学
ぶ
意
欲
を
喚
気
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
テ
ー
マ
「
私
の
見
た
紛
争
地
の
真
実
」

講
師
の
山
本
美
香
さ
ん
は
都
留
市
出
身
の
フ
リ
ー
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
10
年
以
上
に
わ
た
り
世
界
各
地
の

紛
争
地
帯
の
現
状
を
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
リ
ポ
ー
ト
し

続
け
、
戦
時
下
の
イ
ラ
ク
取
材
で
は
、「
ボ
ー
ン
・
上
田

国
際
記
者
賞
」
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
者

に
、「
中
継
さ
れ
な
か
っ
た
バ
グ
ダ
ッ
ト
」
、「
ぼ
く
の

村
は
戦
場
だ
っ
た
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。1
9
6
7
年

生
ま
れ
、
若
く
凛
々
し
い
講
師
で
し
た
。

　
講
演
で
は
、20
年
以
上
も
戦
争
、
内
紛
が
続
く
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
首
都
カ
ブ
ー
ル
。
平
和
を
望
み
な
が
ら

治
安
は
悪
く
な
る
一
方
の
イ
ラ
ク
、
首
都
バ
グ
ダ
ッ

ト
な
ど
紛
争
地
の
現
状
を
映
像
と
共
に
次
の
よ
う
に

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
か
つ
て
農
業
国
と
し
て
、
ぶ
ど
う
の
歴
史
も
古
い

カ
ブ
ー
ル
の
町
は
、
熾
烈
な
権
力
闘
争
が
続
く
中
で

こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、
農
地
も
町
並
み
も
ガ
レ
キ

と
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
が
ば
ら
撒
い
た
地
雷
が

今
な
お
人
の
命
を
奪
い
続
け
て
い
る
。
何
も
悪
く
は

な
い
人
々
が
避
難
民
と
な
り
劣
悪
な
環
境
に
追
い
込

ま
れ
て
い
く
。
学
校
へ
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
は
文

字
も
読
め
な
い
ま
ま
、
や
が
て
生
活
の
た
め
少
年
兵

と
し
て
武
器
を
握
る
。
紛
争
地
に
は
自
由
の
カ
ケ
ラ

も
無
い
の
だ
。

　
聴
き
入
る
私
の
全
身
に
戦
慓
が
走
り
ま
し
た
。
同

時
に
、
国
際
支
援
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
「
紛
争
地
域
で
お
び
え
る
子
ど
も
た
ち
に
、
平
和
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ
げ
た
い
。
元
気
な
笑
顔
を
取
り

戻
し
て
あ
げ
た
い
。
」
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
山
本
さ
ん
の
言
葉
が
心
に
し
み

ま
し
た
。

　
著
者
「
ぼ
く
の
村
は
戦
場
だ
っ
た
」
そ
の
文
中
に
は

こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
国
、
政
府
、
権
力
者
・
・
・
・
大
き
な
力
が
働
く
と
き
、

　
些
細
な
こ
と
は
忘
れ
去
ら
れ
、
な
い
が
し
ろ
に
さ

　
れ
て
い
く
。

　
弱
い
者
は
切
り
捨
て
ら
れ
、
存
在
す
ら
消
さ
れ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
不
利
な
立
場
の
攻
撃
さ
れ
る
側
の

　
現
状
を
伝
え
る
意
義
が
あ
る
と
思
う
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
　
　
望
月
幸
子

　
10
月
17
・
18
日
今
年
も
恒
例
の
「
ぴ
ゅ
あ
富
士
フ
ェ

ス
テ
バ
ル
２
０
０
９
」
が
ぴ
ゅ
あ
富
士(
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー)

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　｢

参
画
で
い
き
い
き
男
女
の
新
時
代｣

と
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
小
俣
勲
実
行
委
員
長(

町
男
女
共
同
参
画
推

進
員
会
副
委
員
長)

を
中
心
に
、
ぴ
ゅ
あ
富
士
に
関
わ

る
皆
様
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
合
い
、

学
習
や
交
流
を
深
め
、
ま
た
男
女
共
同
参
画
社
会
に

関
す
る
各
市
町
村
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
町
は
、
２
0
0
８
・
２
0
0
９
と
推
進
活

動
の
一
環
と

し
て
「
標
語
・

俳
句
・
川
柳
」

を

募

集
し

、

そ
の
優
秀
作

者
の

方
に
、

句
を
作
ら
れ

た

思

い
や

、

き
っ
か
け
な

ど
を
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
し

、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
編

集
し
て
発
表

し
ま
し
た
。「
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
登
場

す
る
方
た
ち
の
語
ら
い
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
」「
生

の
声
が
素
朴
で
心
温
ま
る
内
容
で
し
た
」「
川
柳
や
標

語
の
募
集
は
推
進
活
動
に
必
要
で
す
ね
」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
）

　
二
日
目
は
山
梨
県
出
身
で
大
神
楽
師
の
鏡
味
仙
三

師
匠
に
よ
る
日
本
の
誇
り
で
あ
る
富
士
山
の
環
境
保

護
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
記
念
講
演
」
や
バ
ザ
ー
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」
か
ら
十
年
を
迎
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
現
状
を
見
つ
め
、
新
た
な
気
持
ち
で
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
　
渡
辺
節
子

「
ぴ
ゅ
あ
富
士
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
に
て



広
報
富
士
河
口
湖

　
１９

ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

ラムサールセンター主催の「国際協力講座」が富士山北麓で開催されました

梨ヶ原で、野生のシカの争いを目撃することができました

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………

○１１月３日町の文化祭記念式典の中で今年度のホタル・オオムラサキ賞の表彰が行われました。入賞作品は、文化祭の会場で

　展示された後、１年間河口湖フィールドセンターに展示されます。

○１１月７～８日に名古屋市の名城大学で日本鱗翅学会第５６回大会が開催され、渡辺通人が「山梨県産シルビアシジミの幼生期の

　生態について」と題して、初めて５令幼虫を確認したことなどを発表し、反響がありました。

○１１月１７日NHK甲府のもうすぐ山梨のお昼で「初冬の富士山麓」と題して、フィールドセンター周辺の植物、富士山麓のシカや

　キタテハなどの生態について話題提供しました。

　１１月１７～１８日に、平成２１年度「国際協力講座」が環境省生物多様性センターを中心にして開催されました。

これは、ラムサールセンターが委託を受け、環境分野の国際協力活動に関心のある人た

ちに、国際協力に参加するきっかけづくりをしようと企画されたもので、沖縄県・兵庫県・

奈良県・大阪府など全国から２３名の受講生が集まりました。２日間とも講義が目白押し

なのですが、大学や専門学校の学生、さらには一般の社会人やNPO関係者など年齢層も

含めて幅広い受講生が参加していました。講師も韓国・オーストラリアから参加された

方々や国内の大学の先生やNGO関係者など幅広く、スタッフも１０名近くいて、中身の濃

い講座が開かれたようです。その中で、１８日の日曜日の朝、フィールドスタディが梨ヶ原

で行われ、４ヵ所で講師として富士山の生物多様性と絶滅危惧チョウ類などの話をしまし

た。梨ヶ原といっても地質、特に溶岩流が流れた所と流れていない場所の違い、溶岩流

の時期の違いなどによって、そこに生える植物も違っていること、さらには、そこにすむ絶滅危惧のチョウなどの種類も違ってくる

ことなどを説明しました。

　当日は、久しぶりの快晴でおまけに初めて６合目まで雪が降ったばかりで、バスから降りた一行はまずは富士山をバックに写真撮

影を楽しんでいました（写真）。海外から参加された方はもちろん国内から参加された方々も、これほどまじかに富士山を見たこと

がない人がほとんどで、富士山の姿だけでも感動していました。

　１７日の夜には、宿舎である「吉野荘」で富士山の自然全体の出張講義も行ったので、より深い理解が得られたと思っています。

同時に、梨ヶ原の自然のすごさを含めた富士山の自然の素晴らしさを実感してもらえたのではないかと思います。

　１０月１１日に、入場許可をいただいて絶滅危惧種の調査を行っている梨ヶ原で、いつものコースを車で走っていましたら、前方

１００ｍ位のところに茶色い２つの物体を発見しました。今年は２週連続で都留の里山で

イノシシを目撃するほどイノシシについていたので、「また、イノシシか」と思いつつゆっ

くりと近づくと、今度は「コン、コーン」という音が聞こえてきました。５０ｍほどの所まで

近づいて車を止めると、それは、角を突き合わせて激しく闘っている２頭の野生のオスジ

カでした。こんなシーンはなかなか見られないぞと興奮しながら、急いでカメラのシャッ

ターを２・３枚切った後、ゆっくりと降りて、トランクに入れているビデオカメラを３０秒ほど

回しました。それでも闘いは続いていたので、チャンスと思い、今度はカメラの望遠レン

ズに換えて１５枚ほど連続してシャッターを切

りました。手ぶれ防止のおかげで、手持ちの

望遠で迫力のある写真を撮ることができました（写真）。争いに勝利した方が、負けた

方を追いかけた後、立ち止まった時にようやくこちらに気づきましたが、威風堂々とした

その姿にこちらが一瞬たじろいでしまいました。その後、勝ったオスは、勝ち誇るかのよ

うにゆっくりとススキの大草原に中に歩いて行きました。

　野生の激しさとともに、秋はホ乳類の恋の季節であることを実感するとともに、白昼

にもかかわらずシカが出てきたことからも、富士山麓のシカの数が増えすぎているのも

改めて感じた日でした。


